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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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　木枯らしが吹き，木の葉舞う師走を迎える頃，
里山を歩いていると，この時期には珍しく青々
















3 度伸長し，花は冬（11 ～翌年 1 月），枝先に
やや黄色味を帯びた白い 5 弁の小花を咲かせま
す。花はあまり目立ちませんが，かぐわしい香
りを持っています。5 ～ 6 月頃，大きな葉の陰
に楽器の琵琶のような形をした一口大の多くの甘い実がなり，黄橙色に熟し，その









　葉を乾かしたものは生薬ビワヨウ（枇杷葉，Eriobotryae Folium）として第 17 改正日本薬局方に
収載されており，漢方では鼻および咽頭部の炎症を鎮め，鎮咳，去痰，鼻炎，鼻閉塞を治すとして
辛











図 1　成分（nerolidol, amygdalin）の構造式 
